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原発性腋窩多汗症診療の常識が変わる！
悩みのスコア化と有効活用

2001年　浜松医科大学医学部医学科卒業
2001年　東京医科歯科大学皮膚科入局
2002年　茅ヶ崎徳洲会病院皮膚科
2003年　川口工業病院皮膚科
2004年　武蔵野赤十字病院皮膚科

2005年　東京医科歯科大学皮膚科医員・助教
2011年　多摩南部地域病院皮膚科医長
2014年　東京都立大塚病院皮膚科医長
2017年　池袋西口ふくろう皮膚科クリニック 院長

原発性局所多汗症における治療ゴールは患者のQuality of Life(QOL)の改善が重要視されている。しかし、一般的
に用いられる既存の患者報告アウトカム尺度（patient reported outcome measures：PROMs）が患者の困りごと
を十分に網羅し評価できているのかについてはいまだ課題が残る。そのため、皮膚科で扱う疾患として一般的となっ
たものの、実際には診察室で医師‐患者コミュニケーションに迷う方も少なくないのが実情といえる。この度、多汗症
患者のQOLをより精緻にとらえる新たな尺度として、10項目と5段階の選択肢から構成されるMultiple Questions 
for Understanding Excessive Sweating Tendencies（M-QUEST）を設定した。原発性腋窩多汗症の診断基準
該当者192名によるWebアンケート調査の結果、M-QUESTが原発性腋窩多汗症の個々の困りごとを捉えられるこ
とが確認された。また、M-QUEST合計スコアはHyperhidrosis disease severity scaleよりもDermatology Life 
Quality Index合計スコアとの相関係数が高かった。本講演では、実臨床において課題とされてきた「治療前後の患
者の困りごとの改善度をどのように可視化するか」について、M-QUESTを用いることでスコア化でき、医師‐患者間
のコミュニケーションの質向上に寄与する可能性を示したい。

面皰治療にはアダパレンや過酸化ベンゾイルを含有する薬剤が用いられていたが、いずれも塗布部位の皮膚刺激症状
や接触皮膚炎を伴うことがある。刺激症状を軽減するために、保湿剤の併用や、少量・小範囲からの治療開始など様々
な工夫がなされていた。短時間で洗い流す短時間接触療法（short contact therapy）もその一つである。しかし、既存
の製剤を用いた短時間接触療法は未承認の用法であり、臨床試験での有効性や安全性のエビデンスはなかった。
今回、短時間接触療法（short contact therapy）専用の過酸化ベンゾイルとして、ベピオウォッシュゲル5％が開発された。
本剤は短時間の接触でも、ピーリング作用により面皰を改善することや、Cutibacterium acnesに対する抗菌効果を有す
ることが非臨床試験で示されていて、皮膚への深達性と洗い流し易さのバランスを考え、適切な粘調度になるように調
剤されている。さらに臨床試験でプラセボ、5％、10％の製剤を比較して、有効性と副作用の頻度の観点から5％が選択
されている。
顔面における過酸化ベンゾイル5％ウォッシュゲルのプラセボ対照二重盲検並行群間比較試験（検証試験）では、12週
間の使用で皮疹数の減少率の最小二乗平均値は総皮疹55.90％、炎症性皮疹61.84％、非炎症性皮疹52.87％でいず
れもプラセボと有意差を認め、有効性が示された。また、体幹におけるオープン試験において皮疹の減少率は、総皮疹
65.16％、炎症性皮疹73.27%、非炎症性皮疹60.38％と、プラセボ比較でない点を考慮すると、体幹でも同様の効果が
期待できると考えた。９歳からの臨床試験が行われている点、体幹の皮疹についても非対照試験ではあるが、有効性と
安全性を検討する臨床試験が行われている点が特徴である。
短時間接触療法では、刺激性の軽減だけでなく、衣類などの漂白のトラブルも回避が期待できる。また、洗浄すること
で、他の薬剤との併用も容易となる。これまでの過酸化ベンゾイルのゲルやローションでトラブルがあった患者にも、
アレルギー性の接触皮膚炎を起こしていない場合には試してみる価値がある。
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Short Contact Therapy専用製剤を用いた
過酸化ベンゾイルによる痤瘡治療
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東京大学医学部医学科卒業
東京大学皮膚科教室入局
米国フロリダ州マイアミ大学細胞生物学教室に留学
東京女子医科大学皮膚科講師
同助教授（２００７年准教授に改称）
虎の門病院皮膚科部長
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阿部 理一郎 先生
新潟大学大学院 医歯学総合研究科
分子細胞医学専攻 細胞機能講座 皮膚科学分野 教授
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藤本 智子 先生

林 伸和 先生演 者

虎の門病院 皮膚科 部長

大嶋 雄一郎 先生座 長

愛知医科大学医学部 皮膚科学講座 特任教授

藤本 智子 先生演 者

池袋西口ふくろう皮膚科クリニック 院長

演 者 林 伸和 先生 虎の門病院 皮膚科 部長

池袋西口ふくろう皮膚科クリニック 院長


